
4

問
　
再
開
発
事
業
の
終
結
を
理
由

と
し
て
、
市
が
加
入
す
る
再
開
発

組
合
の
情
報
も
提
供
せ
ず
市
費
の

投
下
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
。
な
ぜ
急
ぐ
の
か
。
市
長
の

選
挙
対
策
で
は
な
い
の
か
と
の
声

も
あ
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
　
再
開
発
事
業
は
公
共
性
の
高

い
事
業
で
、
権
利
者
の
一
員
と
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
有
料
化

は
「
文
化
の
拠
点
」
の
図
書
館
に

な
じ
ま
な
い
。
施
策
の
後
退
で
は
。

答
　
公
共
施
設
を
利
用
す
る
に
は

受
益
者
負
担
の
原
則
で
、
公
平
性

を
維
持
す
る
た
め
有
料
と
し
ま
す
。

問
　
現
図
書
館
の
跡
地
利
用
は
。

安
易
な
取
り
こ
わ
し
・
売
却
で
な

く
商
店
街
活
性
化
の
核
と
し
て
は
。

答
　
当
面
は
閉
架
書
庫
と
し
て
利

用
し
、
他
の
施
設
へ
の
活
用
・
売

却
を
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一人会派クラブ　　菅　野　博　子

問
　
市
内
の
学
校
給
食
の
再
編
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
平
成
22
年
4
月
か
ら
、
中
学

校
の
給
食
は
す
べ
て
、
鴻
巣
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
配
食
と
な
り

ま
す
。
給
食
費
の
統
一
が
必
要
で

す
。
川
里
地
域
の
小
学
校
給
食
は
、

今
後
、
新
加
須
市
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
公
共
施
設
の
障
が
い
者
用
ト

イ
レ
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
状

況
で
す
か
。
不
足
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
利
用
者
が
不
便
を
感

じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

答
　
設
置
状
況
も
異
な
る
が
通
常

の
利
用
に
つ
い
て
は
支
障
が
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

等
に
お
い
て
は
、
一
時
的
に
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
。
仮
設
ト
イ
レ

を
設
置
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
川

里
中
央
公
園
に
つ
い
て
は
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

鴻創会　　坂　本　　　晃

問
　
市
の
花
や
木
は
市
制
施
行
後

の
記
念
時
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
こ
う
の
と
り
に
関
係
す

る
伝
説
や
ま
つ
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
等
つ
な
が
り
が
深
い
。
最
近
で

は
こ
う
の
と
り
を
育
む
会
の
署
名

活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。

合
併
5
周
年
を
記
念
し
て
市
の

鳥
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
そ
の
必
要
性
、
市
民
の
合
意

形
成
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
活
用
方
法

と
費
用
対
効
果
な
ど
、
様
々
な
面

を
考
慮
、
こ
う
の
と
り
を
め
ぐ
る

新
た
な
動
き
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
市
民
の
方
に
消
防
団
員
の
日

頃
の
活
動
を
よ
り
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
特
別
点
検
等
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
手
法
は
な
い
か
。

答
　
各
自
治
会
長
さ
ん
を
招
待
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
ご
覧
い
た

だ
く
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

鴻創会　　福　田　　　悟

中央図書館が入る
再開発ビル　アネックス

市
民
の
皆
様
の

市
民
の
皆
様
の�

　
　
　
　 

声
を
市
政
に

声
を
市
政
に�
市
民
の
皆
様
の�

　
　 

声
を
市
政
に�

再開発ビルへの図書館
なぜ急ぐのか

市の鳥制定は
消防団活動のPRは

学校給食の再編
障がい者用トイレの現状

問

問問 答答答

問

答答

問

問

答

問答

騎西鴻巣学校給食センターの
調理風景

鴻巣駅前に設置された
こうのとりのモニュメント
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問
　
公
園
東
側
区
域
の
整
備
が
進

ん
で
い
ま
す
が
進
捗
状
況
は
。

答
　
計
画
全
体
面
積
約
16
ha
の
う

ち
、
約
85
％
が
整
備
さ
れ
、
年
度

内
に
園
路
と
駐
車
場
の
拡
張
工
事

を
進
め
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
利
用
で
き
る
芝
生
の

多
目
的
広
場
を
作
り
ま
す
。

問
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
サ
ッ
カ
ー

場
な
ど
日
陰
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
に

木
が
植
え
て
あ
り
ま
せ
ん
。
緑
の

充
実
、
緑
化
の
整
備
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
鴻
巣
水
曜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
植
樹
計
画
が
提
案
さ
れ
、

「
ふ
る
さ
と
の
杜
づ
く
り
」
を
3

年
計
画
で
1
5
0
0
�
の
予
定
地

に
中
央
小
、
笠
原
小
、
常
光
小
や

近
隣
自
治
会
な
ど
住
民
参
加
で
1

0
0
本
の
植
樹
、
除
草
等
の
管
理

を
行
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
協
働

に
よ
る
公
園
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

公明党　　星　名　　悟

上谷総合公園の進捗状況と
記念植樹事業

5

問
　
地
域
福
祉
の
推
進
課
題
と
し

て
、
高
齢
化
が
進
行
し
様
々
な
支

援
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
中
、
公
的

支
援
の
み
で
は
サ
ー
ビ
ス
供
給
や

財
政
負
担
の
視
点
か
ら
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
日
常
生
活

の
家
事
や
庭
掃
除
等
の
お
手
伝
い

を
行
い
、
介
護
予
防
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
地
域
や
隣

近
所
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
の
普
及
は
必
要
と
思
う
が
。

答
　
行
政
の
福
祉
支
援
は
受
益
と

負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
将
来
的

に
見
直
す
時
期
が
来
ま
す
。
県
が

推
奨
す
る
高
齢
者
等
が
援
助
を
受

け
た
謝
礼
と
し
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
地
域
商
品
券
を
渡
し
、
地

元
商
店
街
で
使
用
し
て
も
ら
う
地

域
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

新
た
な
共
助
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

他
の
質
問
　
財
政
健
全
化
に
寄
与

す
る
行
政
事
業
仕
分
け
の
有
効
性

高齢化への地域支え合いの
仕組みづくりは

鴻創会　　金　澤　孝太郎

問
　
鴻
巣
駅
前
に
新
し
い
中
央
図

書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
新
し
く
出
来
る
鴻
巣
駅

前
中
央
図
書
館
は
、
駅
前
と
い
う

立
地
条
件
か
ら
、
駅
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
に
は
大
変
便
利
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
、
全
図
書
館
の
祝
祭
日
の
開
館

に
つ
い
て
は
。

答
　
駅
前
図
書
館
は
、
立
地
環
境

か
ら
大
幅
な
利
用
増
が
期
待
で
き
、

祝
祭
日
の
開
館
を
進
め
、
吹
上
・

川
里
に
つ
い
て
も
利
用
動
向
を
み

て
開
館
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
公
園
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

憩
い
を
求
め
遊
び
楽
し
む
広
場
で

す
。
公
園
の
利
用
者
が
安
全
で
安

心
で
き
る
環
境
に
す
る
に
は
。

答
　
植
木
の
剪
定
を
行
い
、
見
通

し
の
良
い
園
路
と
し
、
遊
具
な
ど

は
目
視
・
触
診
等
の
点
検
を
行
い
、

安
全
安
心
に
努
め
ま
す
。

鴻巣フロンティア　　長　嶋　貞　造

問
　
発
達
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
へ
の
対
応
や
保
護
者
の
相
談
体

制
に
は
教
育
と
福
祉
の
連
携
、
継

続
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
が
、
市

と
し
て
の
具
体
策
は
。

答
　
仮
称
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
幼
児
期
・
小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
一
貫
し
た
つ
な
が

り
あ
る
相
談
体
制
、
個
別
の
支
援

の
引
き
継
ぎ
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
学
校
か
ら
保
護
者
へ
、
緊
急

時
や
不
審
者
情
報
等
の
重
要
連
絡

を
メ
ー
ル
配
信
で
行
う
考
え
は
。

答
　
メ
ー
ル
配
信
は
と
て
も
有
効

で
す
の
で
、
小
学
校
17
校
が
今
年

度
中
、
2
校
は
来
秋
実
施
し
ま
す
。

中
学
校
は
配
信
ソ
フ
ト
を
整
備
し
、

実
施
に
向
け
準
備
を
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

が
ん
検
診
の
予
定
数
枠
拡
大

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

新
中
央
図
書
館
の
充
実

仮称　教育支援センター
小中学校メール配信

公明党　　潮　田　幸　子

水辺公園
新たな共助としての
“地域の支え合い”

新中央図書館に期待
安全で安心できる公園

問

問問

答

問 答答 問

問

福祉・教育の連携で
教育支援センター設置記念植樹予定地

答答答

答 問
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問
　
市
内
に
は
、
文
化
財
を
含
む

地
域
資
源
や
食
を
含
む
特
産
物
、

さ
ら
に
は
伝
統
芸
能
を
含
む
無
形

資
源
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら

本
市
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法

は
。
ま
た
、
大
使
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
神
社
仏
閣
や
歴
史
的
公
園
、

ぶ
ど
う
大
福
や
い
が
饅
頭
、
さ
さ

ら
獅
子
舞
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
の
宝
物
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
現
存
す
る
資
源
を
生

か
す
と
共
に
、
新
た
に
鴻
巣
・
吉

見
間
を
流
れ
る
荒
川
の
川
幅
が

川
幅
日
本
一
　
も
観
光
資
源
と

し
て
今
後
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
大
使
・
ふ
る
さ
と
大
使
制

度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
参

加
で
き
る
効
果
的
な
方
法
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
制
度
の
創
設
や
導
入

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

6

問
　
鴻
巣
市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
は
、
近
隣
自
治
体
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。
75
歳

以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
保
養
施

設
の
助
成
金
を
上
げ
て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
医
療
費
（
15
歳
ま
で
の

入
通
院
無
料
）
の
現
物
給
付
化

（
窓
口
払
い
を
な
く
す
）
を
し
て
は

ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答
　
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
・
障
が
い
者
（
児
）
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
は
と
も
に
近

隣
自
治
体
と
比
較
し
て
相
対
的
に

高
水
準
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す

る
保
養
施
設
の
助
成
は
、
広
域
連

合
か
ら
の
全
額
助
成
の
継
続
が
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
に
見
通
し
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
化
に

つ
い
て
は
、
他
市
町
の
動
向
を
み

て
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こども医療費の窓口払いを
なくしてはどうか

鴻創会　　田　中　克　美

問
　
耕
作
放
棄
地
解
消
の
具
体
策

に
つ
い
て
。

答
　
本
市
で
は
耕
作
放
棄
化
し
て

い
る
農
地
面
積
は
10
ha
あ
り
今
後

も
増
加
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
農

地
管
理
は
農
業
委
員
に
よ
る
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
意
欲
あ
る

農
業
者
へ
の
農
地
斡
旋
を
行
っ
て

い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
利
用
集

積
や
買
い
取
り
、
長
期
の
貸
借
、

ま
た
短
期
の
体
験
農
地
利
用
な
ど

を
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
体
験
希

望
者
に
対
す
る
募
集
活
動
も
今
後

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
小
学
校
へ
の
洋
式
ト
イ
レ
導

入
に
つ
い
て
。

答
　
市
内
の
小
中
学
校
へ
の
洋
式

ト
イ
レ
の
設
置
状
況
は
、
和
式
が

7
割
で
洋
式
が
3
割
で
す
。
今
後

は
地
域
開
放
や
災
害
時
避
難
場
所

と
し
て
高
齢
者
の
利
用
も
考
慮
し

順
次
洋
式
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
活

用
に
て
、
救
急
現
場
で
の
救
急
搬

送
の
時
間
短
縮
化
が
計
ら
れ
、
受

け
入
れ
医
療
機
関
等
で
の
救
助
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
判
断

さ
れ
る
が
、
当
市
の
考
え
は
。

答
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
や
、
誰
か
が
急
病
で

倒
れ
救
急
車
を
呼
ん
だ
場
合
に
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
・
病
歴

・
服
用
薬
・
連
絡
先
等
の
情
報
を

早
期
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

救
急
車
の
移
送
や
搬
送
先
医
療
機

関
の
選
定
等
に
役
立
つ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
で
は
準
備
を
始
め

た
と
聞
い
て
お
り
、
災
害
時
の
援

護
が
必
要
な
「
要
援
護
者
」
の
避

難
支
援
対
策
に
も
役
立
つ
こ
と
か

ら
、
県
央
組
合
及
び
構
成
市
と
協

議
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一人暮らしの方に
救急医療情報キット活用を

一人会派クラブ　　谷　口　達　郎

答答

答

洋式トイレへの改修（田間宮小）救急医療情報キット

こどもの未来に期待

公明党　　町　田　信　隆

耕作放棄地対策　
小学校トイレの洋式化

問

答 答

問

問

問

問

観光大使・ふるさと大使
制度の活用を

鴻巣フロンティア　　大　塚　佳　之

鴻巣名物“いがまんじゅう”
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問
　
上
谷
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
周
辺
を
含
め
た
全
体
的
な
緑
化

推
進
と
、
鴻
巣
水
曜
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
の
係
わ
り
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答
　
現
在
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺

に
ク
ス
ノ
キ
が
4
本
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
シ
ラ
カ
シ
や
ク

ス
ノ
キ
な
ど
の
常
緑
樹
を
、
緑
の

募
金
等
を
活
用
し
計
画
的
に
植
樹

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
し
、

紙
オ
ム
ツ
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・

自
動
車
燃
料
代
助
成
事
業
費
を
削

減
。
一
方
で
中
央
図
書
館
移
設
に

巨
額
の
税
金
を
注
入
し
て
い
る
。

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、

一
部
を
福
祉
予
算
に
戻
し
、
元
の

助
成
金
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、

扶
助
費
の
見
通
し
の
中
で
総
合
的

に
検
討
・
精
査
し
決
定
し
ま
し
た
。

社会民主党　　斎　藤　忠　司

問
　
市
内
に
は
築
後
30
年
以
上
の

公
共
施
設
が
31
あ
り
ま
す
。

中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
こ
れ

ら
施
設
の
改
修
改
築
構
想
あ
る
い

は
計
画
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が

執
行
部
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
　
改
修
改
築
は
多
額
の
事
業
費

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
市
内
全
域

の
公
共
施
設
の
適
正
配
置
を
考
慮

し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
吹
上
地
域
の
支
所
、
公
民
館

図
書
館
は
い
ず
れ
も
老
朽
化
し
て

お
り
、
い
ず
れ
改
築
が
必
要
な
施

設
で
あ
り
ま
す
。
複
合
施
設
の
建

設
構
想
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答
　
総
合
的
教
育
施
設
の
建
設
を

優
先
的
に
取
り
組
み
、
あ
る
程
度

の
目
途
が
つ
い
た
後
に
、
吹
上
支

所
周
辺
に
お
け
る
公
共
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

社会民主党　　中　野　　　昭

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

2
年
ご
と
の
高
齢
者
人
口
の
増
加

と
医
療
費
に
よ
っ
て
、
保
険
料
が

値
上
が
り
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
の
改
正
で
は

8
5
5
6
円
の
負
担
に
な
る
と
試

算
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
に
重
い

負
担
と
な
る
保
険
料
の
値
上
げ
は

し
な
い
こ
と
を
求
め
ま
す
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
平
成
20
・
21
年
度
決
算
に
よ
る

と
、
47
億
円
の
剰
余
金
を
活
用
し
、

22
・
23
年
度
の
保
険
料
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
保
険
料
は

今
年
度
並
み
と
の
こ
と
で
す
。

問
　
ク
レ
ア
こ
う
の
す
の
障
が
い

者
用
入
口
案
内
表
示
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
。

答
　
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

初
め
て
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
は

わ
か
り
に
く
い
状
況
な
の
で
、
わ

か
り
や
す
い
表
示
を
設
置
し
ま
す
。

日本共産党　　舩　田　敏　子

問
　
敬
老
祝
い
金
制
度
は
、
埼
玉

県
内
40
市
中
36
市
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
支
給
に
際
し
、
介
護
保
険

料
を
滞
納
し
た
ら
支
給
し
な
い
と

条
例
で
決
め
て
い
る
の
は
、
唯
一

鴻
巣
市
の
み
で
す
。
本
当
に
お
金

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
に
、
敬

老
祝
い
金
を
支
給
し
な
い
こ
と
は
、

貧
困
者
は
長
寿
も
祝
っ
て
も
ら
え

な
い
、
冷
た
い
市
政
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
敬
老
祝
い
金
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
は
や
め
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

答
　
市
は
、
第
2
次
経
営
改
革
推

進
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
納
税
等

の
義
務
を
履
行
し
て
い
る
人
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、
敬
老
祝

い
金
の
受
給
資
格
に
、
介
護
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を
加

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
現
在
の
制

度
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

日本共産党　　竹　田　悦　子

高齢者に温かい市政に

老朽化著しい吹上支所

老朽化施設の改修計画は
駅南側に複合施設を

後期高齢者の保険料は
障がい者用案内表示を

敬老祝い金の
ペナルティはやめる事　　

答答 問

問答

問問

問

答 問答 答

答 問

テニスコートの植樹は
福祉事業に助成を

木陰が欲しい

長寿を喜べる医療に
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問
　
笠
原
地
域
に
昭
和
30
年
代
か

ら
50
年
代
に
道
路
拡
幅
の
目
的
で

買
収
済
の
箇
所
が
、
現
在
判
っ
て

い
る
の
が
3
箇
所
あ
る
。
早
期
着

工
の
時
期
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
　
笠
原
地
域
3
箇
所
の
道
路
改

良
工
事
は
、
い
ず
れ
も
全
体
事
業

費
が
2
5
0
万
円
以
上
と
な
る
た

め
「
鴻
巣
市
道
路
等
整
備
箇
所
評

価
検
討
委
員
会
」
に
諮
り
、
鴻
巣

市
全
体
に
お
け
る
優
先
度
の
審
議

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

予
算
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
に

対
象
個
所
の
必
要
性
・
効
率
性
等

の
評
価
と
市
内
全
域
の
状
況
及
び

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
決

定
し
ま
す
。
市
道
Ａ
‐
2
0
0
7

号
線
の
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て

は
審
査
の
結
果
、
鴻
巣
地
域
で
の

優
先
度
が
高
い
と
評
価
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
道
路

改
良
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

鴻巣フロンティア　　中　島　　　清

問
　
新
市
と
し
て
引
き
継
い
だ
、

旧
吹
上
町
と
金
山
町
と
の
友
好
都

市
関
係
を
相
互
発
展
的
な
関
係
に

す
る
た
め
の
課
題
は
何
か
。

答
　
金
山
町
は
四
季
折
々
の
大
自

然
と
、
い
で
湯
に
恵
ま
れ
た
町
で

す
が
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
多
く
の
人
々
が
町
を
訪

れ
て
く
れ
る
よ
う
観
光
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
市
と
し
て

も
、
市
民
に
対
し
て
金
山
町
の
素

晴
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
、

ま
た
本
市
を
金
山
町
に
ど
う
Ｐ
Ｒ

し
て
も
ら
う
か
が
課
題
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
振
興
に
お

い
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
特
産

物
販
売
等
で
市
民
交
流
を
広
げ
る

必
要
も
あ
り
、
物
産
品
の
Ｐ
Ｒ
方

法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
関
係
担
当
課
と
協
議
を
行

い
、
指
摘
さ
れ
た
点
の
対
応
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

クリーン・ネット21 秋　谷　　　修

問
　
水
資
源
機
構
が
武
蔵
水
路
改

築
を
計
画
し
て
い
る
が
、
周
辺
地

区
の
要
望
を
ど
う
捉
え
、
安
全
対

策
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

答
　
平
成
20
年
11
月
に
水
資
源
機

構
に
対
し
、
12
項
目
の
要
望
を
出

し
回
答
を
得
て
い
ま
す
が
、
安
全

対
策
を
は
じ
め
、
満
足
で
き
る
内

容
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
周
辺
住

民
要
望
も
ふ
ま
え
、
今
後
も
要
望

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
2
月
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
も
っ
て
、
農
政
課
主
管

で
は
花
事
業
は
行
わ
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
の
花
政
策
は
花
産

業
の
振
興
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

か
。

答
　
今
年
度
新
設
さ
れ
た
花
か
お

り
課
は
他
市
に
は
な
い
、
花
政
策

を
専
門
に
扱
う
部
署
で
あ
り
、
花

の
事
業
を
通
じ
て
、
花
産
業
へ
の

寄
与
も
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

鴻創会　　野　本　恵　司

金山町湖水まつり

道路拡幅目的の　　
土地買収済の未着工箇所

金山町との友好都市関係の課題

武蔵水路改築事業は
花政策はどうなっていく

問答答

問問
　
昭
和
30
年
代
に
建
て
ら
れ
た

危
険
な
状
態
に
あ
る
火
の
見
や
ぐ

ら
の
取
扱
は
。

答
　
10
基
あ
る
火
の
見
や
ぐ
ら
の

う
ち
、
現
在
防
災
無
線
の
子
局
と

し
て
い
る
6
基
に
つ
い
て
は
、
火

の
見
や
ぐ
ら
を
撤
去
。
同
じ
場
所

に
防
災
行
政
無
線
の
子
局
を
建
て

る
予
定
で
す
。
残
り
の
4
基
は
す

べ
て
撤
去
の
方
向
で
進
め
ま
す
。

問
　
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
が
平
成

21
年
10
月
17
日
か
ら
時
間
額
7
3

5
円
に
改
正
さ
れ
た
が
周
知
は
。

答
　
地
域
別
最
低
賃
金
は
原
則
と

し
て
雇
用
形
態
や
呼
称
の
如
何
を

問
わ
ず
全
て
の
労
働
者
と
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
産
業
や
職
種
に
関

係
な
く
、
平
成
20
年
度
の
7
2
2

円
に
対
し
て
13
円
増
の
1.8
％
強
の

増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の

各
公
共
施
設
に
掲
示
す
る
と
と
も

に
市
広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

鴻創会　　小　暮　　　一

老朽化した火の見やぐら
住宅地を流れる武蔵水路の

安全対策は

火の見やぐらの今後の方針
県の最低賃金とは

問答 答

問 問答 答

問

前新田から小宮へ
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市
民
の
方
か
ら
頂
く
要
望
に

野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
事
に
よ
っ

っ
て
周
り
の
家
に
糞
を
さ
れ
て
困

る
と
い
う
も
の
が
多
く
あ
る
。
ご

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
な
り
か

ね
な
い
も
の
な
の
で
、
対
処
に
も

神
経
を
使
う
問
題
で
す
。
し
か
し

車
の
上
や
庭
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
糞

が
あ
る
の
で
は
、
被
害
に
あ
っ
て

い
る
方
達
に
は
心
労
が
絶
え
ま
せ

ん
。
本
市
で
も
条
例
の
制
定
を
。

市
に
も
猫
の
糞
・
尿
に
関
す

る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
可
哀
相
と
い
う
理
由
で
餌
を

与
え
続
け
て
い
る
と
子
猫
が
生
ま

れ
猫
が
増
え
続
け
た
り
、
残
っ
た

餌
に
カ
ラ
ス
が
群
が
っ
た
り
と
い

う
被
害
が
あ
り
ま
す
。
条
例
制
定

は
も
う
少
し
研
究
し
た
い
と
思
う

が
、
ま
ず
は
広
報
で
の
お
知
ら
せ

と
、
回
覧
板
で
餌
を
与
え
て
い
る

方
に
注
意
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

鴻創会　　織　田　京　子

問
　
「
こ
う
の
す
ガ
イ
ド
」
の
発

行
は
、
本
市
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

社
の
協
働
事
業
で
あ
り
、
市
は
か

か
っ
た
費
用
を
、
業
者
は
収
支
報

告
を
市
民
に
示
す
べ
き
、
ま
た
広

告
取
引
は
。

答
　
本
市
の
情
報
作
成
費
及
び
校

正
作
業
等
、
人
的
・
間
接
的
な
経

費
は
か
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
算

出
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
事
業
者
に

対
し
て
協
定
書
の
中
で
収
支
報
告

を
求
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
相
互

の
取
引
に
立
ち
入
れ
ま
せ
ん
。

問
　
合
併
時
約
束
の
総
合
的
教
育

施
設
建
設
に
お
け
る
調
査
費
の
使

途
及
び
調
査
内
容
並
び
に
経
緯
は
。

答
　
補
正
予
算
の
決
定
を
頂
け
ば

年
度
内
に
公
募
委
員
を
含
む
団
体

代
表
者
等
で
組
織
す
る
建
設
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
22
年
度
の
早

い
段
階
で
施
設
建
設
計
画
を
ま
と

め
23
年
度
に
実
施
設
計
の
予
定
。

一人会派クラブ　　阿　部　愼　也

問
　
鴻
巣
駅
・
本
町
・
人
形
町
経

由
の
路
線
バ
ス
が
大
幅
な
減
便
と

な
り
、
地
域
住
民
の
大
き
な
怒
り

と
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

答
　
人
形
町
か
ら
鴻
巣
駅
ま
で
の

路
線
を
含
め
た
市
民
か
ら
の
様
々

な
要
望
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

路
線
や
運
賃
体
系
の
変
更
を
行
っ

て
か
ら
8
ヶ
月
が
経
過
し
、
現
在

フ
ラ
ワ
ー
号
の
路
線
の
乗
降
客
調

査
を
実
施
し
、
路
線
の
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
質
問
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
は
、
基
本
路
線
を
設
定

す
る
「
基
本
路
線
方
式
」
、
予
約

に
よ
り
他
の
路
線
を
迂
回
す
る
「

迂
回
型
」
、
自
宅
を
登
録
し
た
利

用
者
の
事
前
予
約
に
よ
り
自
宅
と

目
的
地
間
を
運
行
す
る
「
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
」
方
式
等
が
あ
り
、

質
問
の
路
線
に
つ
い
て
も
全
体
の

見
通
し
の
中
で
、
協
議
・
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

クリーン・ネット21 岡　田　恒　雄

他市で活躍しているデマンドバス

本当はカワイイ猫ちゃん。
正しく飼ってね！

早くも廃品として出された
こうのすガイド

猫の糞害条例の制定をこれで良いのか協働が
合併時の約束は守れ！

路線バス減便による
デマンドバス運行は
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 ７日～９日 政策総務常任委員会行政視察�
 〃 まちづくり常任委員会行政視察�
 〃 文教福祉常任委員会行政視察�
 16日 議会だより編集委員会�
 19～21日 クリーン・ネット２１会派行政視察研修�
 20～22日 公明党会派行政視察研修�
 23日 埼玉中部環境保全組合議会定例会�
 〃   議会だより編集委員会（正副委員長校正）�
 30日 埼玉県都市競艇組合議会定例会�

 ４～５日 議会だより編集委員会視察研修�
 ５日 北本地区衛生組合議会定例会�
 10～12日 市民環境常任委員会行政視察�
 18日 山形県寒河江市より会派行政視察来庁�
 〃   議会だより編集委員会議会広報研修会　�
 19日 議会運営委員会�
 20日 埼玉県央広域事務組合議会定例会�
 30日 議会だより編集委員会�

 21日 議会だより編集委員会�

 11月25日 12月定例会（開会）�
 30日 本会議（議案質疑）�
 12月４日 文教福祉・市民環境常任委員会�
 ２日 政策総務・まちづくり常任委員会�
 ７日 本会議（一般質問６人）�
 ８日 本会議（一般質問６人）�
 10日 本会議（一般質問５人）�
 11日 本会議（一般質問５人）�
 15日 本会議（閉会）�
�
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